
テックドクターによる現地診断
（熊本県芦北郡芦北町（佐敷ＴＮ）白岩地区）

・令和２年７月豪雨災害による復旧工事箇所の事前通行規制（事務所暫定基準）の変更について、テックドク
ターに現地診断をしていただき、意見を伺った。
・開催日：令和４年６月２３日
・参加者：TEC-Doctor（熊本大学 北園名誉教授）、熊本河川国道、八代維持出張所

● テックドクターによる現地診断・検討会

【 TEC-Doctorの見解】
・転石除去、不安定土塊の撤去、横断排水溝、崩壊土捕捉のための防護柵
（ループフェンス工法・L=38m、H=5m）、
横断排水溝（国施工）により、現状の安全性は確保。

・治山対策は現在施工中。
・降雨履歴で時間25mm、連続90mm 以上を複数回経験し、変状、被害は無い。
⇒以上により、通行規制基準を緩和しても問題ないと考える。
今後、県施工完了までの期間について、経験雨量で見直す事も可能と考える。

現地診断 検討会概要説明




